
〒822-0022 

福岡県直方市知古 764-1 

�0949-22-0574 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 大島議員は、今通常国会の各委員会において

下記の質問を行いました。 

その模様は、参議院のホームページで閲覧する事

ができます。（公開期間は、次期国会召集の前日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

○ 3/28 [総務委員会] 

議題；平成 20年度ＮＨＫ予算について 

○ 3/31 [文教科学委員会] 

議題；公立義務教育諸学校の学級編成及び 

教員定数の標準に関する法律の一部を 

改正する法律案について 

○ 5/23 [沖縄及び北方問題に関する特別委員会] 

議題；沖縄北方問題対策について 

○ 5/27 [文教科学委員会] 

議題；日本原子力研究開発機構法の一部を改正 

     する法案について 

   

大
島
議
員
が
総
支
部
長
を
務
め
る
「
民
主
党
参
議
院

比
例
区
第
三
十
七
総
支
部
」
二
〇
〇
八
年
度
‐
党
員
・

サ
ポ
ー
タ
ー
の
本
部
定
時
登
録
が
終
了
し
ま
し
た
。 

昨
年
に
立
ち
上
が
っ
た
総
支
部
で
す
の
で
、
実
質
、

本
年
が
最
初
の
活
動
で
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
経

て
、
党
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
併
せ
て
目
標
数
の
千
名
を
超

え
る
一
〇
八
二
名
の
方
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

党
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
は
年
間
を
通
し
て
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
方
の
お
力
を
民
主
党
と
大

島
九
州
男
に
お
貸
し
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

な
お
、
民
主
党
参
議
院
比
例
区
第
三
十
七
総
支
部

が
所
属
し
て
い
る
福
岡
県
連
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
が
六
月

三
十
日
（
会
費=

一
万
円
・
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
福

岡
）
。
民
主
党
本
部
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
が
七
月
十
四
日

（
会
費=

二
万
円
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）
開
催
さ
れ

ま
す
。
い
ま
こ
そ
国
民
主
体
の
政
治 

を
つ
く
る
事
を
決
意
す
る
会
で
す
。 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て 

お
り
ま
す
。
詳
細
は
民
主
党
参
議 

院
比
例
区
第
三
十
七
総
支
部
ま
で 
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と
食
い
下
が
り
ま
し
た
。
す

る
と
、
高
村
外
務
大
臣
か
ら

「
一
般
的
に
先
住
民
族
と
感

じ
る
方
が
多
い
事
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
、
一

歩
進
ん
だ
発
言
を
引
き
出
し

ま
し
た
。 

ま
た
、
沖
縄
県
沖
縄
市
の

産
業
廃
棄
物
の
山
や
汚
水
の

実
態
を
示
し
、
環
境
省
に
調

査
・
監
督
・
情
報
開
示
な
ど

徹
底
し
た
指
導
を
す
る
様
に

促
す
と
共
に
、
岸
田
沖
縄
担

当
大
臣
に
沖
縄
の
ゴ
ミ
問
題

の
実
態
を
、
も
っ
と
よ
く
見

て
欲
し
い
と
要
望
し
つ
つ
、

廃
棄
物
業
者
だ
け
が
悪
い
の

で
は
な
い
と
し
た
上
で
、
ゴ

ミ
は
資
源
だ
と
考
え
、
返
還

さ
れ
る
基
地
の
跡
地
に
最
新

技
術
を
駆
使
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
・
産
業
廃
棄
物
研
究
所
を

設
立
し
環
境
問
題
を
考
え
る

最
前
基
地
と
位
置
付
け
、
同

時
に
多
く
の
雇
用
が
生
ま
れ

る
場
と
す
る
な
ど
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
沖
縄
を
訪
れ
る

殆
ど
の
人
達
が
利
用
す
る
那

覇
空
港
の
災
害
時
の
対
応

と
、
航
空
機
の
離
発
着
が
二

〇
一
五
年
で
パ
ン
ク
状
態
に

な
る
点
を
指
摘
、
周
辺
住
民

と
の
充
分
な
話
し
合
い
の
下

で
の
空
港
の
能
力
向
上
策
の

促
進
と
災
害
時
の
素
早
い
対

応
へ
の
計
画
策
定
を
要
望
し

ま
し
た
。 

大島九州男ホームページ ＝活動ブログも随時更新中！<http://kusuo-o.net>  

 
 

五
月
二
十
七
日
、
大
島
議
員
が
事
務
局
次
長
を
務

め
る
「
統
合
医
療
を
普
及
・
促
進
す
る
議
員
の
会
」
第

三
回
勉
強
会
を
開
催
。 

日
本
柔
道
整
復
師
協
議
会
の
登
山
会
長
・
成
清
氏
・

田
中
氏
か
ら
柔
道
整
復
師
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
や 

問
題
点
な
ど
を
お 

聞
き
し
ま
し
た
。 

法
律
の
あ
り
方
や 

医
療
費
の
節
減
の 

観
点
か
ら
も
非
常 

に
興
味
深
い
話
で 

し
た
。 

今
後
は
、
専
門
の 

小
委
員
会
を
設
け 

て
検
討
し
な
が
ら 

『
民
主
党
の
政
策 

へ
の
反
映
』
を
め
ざ 

し
て
い
く
事
が
確 

認
さ
れ
ま
し
た
。 

携
帯
か
ら
ア
ク
セ
ス 

大
島
九
州
男
ブ
ロ
グ <携帯 QR コード> 

○R  

「
独
立
行
政
法
人 

日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
案
」
に
つ

い
て
六
十
五
分
間
に
わ
た
り

質
問
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
法
律
は
日
本
の
原
子
力

開
発
研
究
の
根
幹
に
も
関
わ

る
大
切
な
法
律
で
す
。 

現
在
、
各
電
力
会
社
が
原

子
力
発
電
で
出
す
放
射
性
廃

棄
物
は
青
森
県
六
ヶ
所
村
に

集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
全
国
二
千
四
百

ヶ
所
に
も
及
ぶ
理
化
学
研
究

所
や
国
、
独
立
行
政
法
人
、

大
学
、
医
療
機
関
そ
し
て
民

間
事
業
者
等
が
発
生
さ
せ
た

放
射
性
廃
棄
物
は
各
自
が
保

管
を
し
て
い
る
の
で
す
。 

し
か
も
、
保
管
ス
ペ
ー
ス

の
限
界
や
保
管
状
況
に
問
題

が
有
り
、
色
々
と
議
論
さ
れ

て
き
た
の
で
す
。 

こ
の
度
の
法
案
は
、
そ
の

電
力
会
社
以
外
が
出
す
放
射

性
廃
棄
物
を
、
独
立
行
政
法

人
が
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る

社
団
や
財
団
を
使
っ
て
集

め
、
処
理
や
保
管
を
し
よ
う 

と
い
う
法
案
な
の
で
す
。 

今
ま
で
よ
り
は
、
一
歩
進

ん
だ
法
律
で
は
有
る
の
で
す

が
、
初
め
て
の
試
み
で
す
か

ら
手
探
り
状
態
で
あ
る
事
は

否
め
ま
せ
ん
。 

大
島
議
員
は
、
ま
ず
こ
れ

ら
関
連
機
関
や
審
議
会
へ
の

役
人
の
関
与
、
天
下
り
や
予

算
状
況
な
ど
を
細
や
か
に
チ

ェ
ッ
ク
し
た
後
、
こ
の
法
案

が
「
発
生
者
責
任
」
の
観
点

か
ら
、
ど
う
捉
え
て
の
法
案

な
の
か
？ 

ま
た
、
本
当
に
安
心
安
全

な
保
管
や
処
理
に
な
る
の

か
？
を
質
問
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
徹
底
し
た
安
全

の
確
保
と
情
報
の
開
示
、
そ

し
て
国
の
責
任
を
明
ら
か
に

す
る
様
に
求
め
ま
し
た
。 

渡
海
文
部
科
学
大
臣
は
、「
独

立
行
政
法
人
が
行
う
事
業
と

は
言
え
、
国
家
が
当
然
責
任

を
持
っ
て
い
る
と
理
解
し
て

欲
し
い
」
と
発
言
。 

こ
の
発
言
は
衆
議
院
で
の
答

弁
よ
り
一
歩
進
ん
だ
答
弁
と

な
り
ま
し
た
。 

二
〇
〇
七
年
九
月
十
三
日

の
国
連
総
会
で
「
先
住
民
族

の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
た
時
に
賛

成
し
た
日
本
が
、
翌
十
四
日

の
外
務
大
臣
会
見
で
は
「
日

本
で
は
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住

民
族
で
あ
る
と
結
論
を
出
し

て
い
な
い
」
と
述
べ
る
な
ど
、

現
在
ま
で
、
政
府
は
頑
な
ま

で
に
ア
イ
ヌ
の
人
達
を
先
住

民
族
と
し
て
認
め
よ
う
と
し

ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
の
理
由
を
、「
国
際
的
に

確
立
し
た
先
住
民
族
の
定
義

が
無
く
、
二
〇
〇
七
年
の
国

連
宣
言
に
お
い
て
も
先
住
民

族
の
定
義
規
定
が
な
い
か

ら
」
と
す
る
高
村
大
臣
に
、

大
島
議
員
は
「
少
数
民
族
で

あ
り
独
自
の
文
化
・
宗
教
・

言
語
を
持
っ
て
昔
か
ら
北
海

道
に
居
た
と
い
う
事
実
だ
け

を
見
た
時
に
一
般
的
に
は
先

住
民
族
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
入
る
の
で
は
な
い
か
？
」 


